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保護者のみなさま

筑北小学校校長

久保田 雅樹

新型コロナウイルス対応について

晩秋の候、保護者のみなさまにおかれましては益々ご清祥のことと拝察いたします。

昨日、長野県全域でコロナウイルス感染警戒レベルが３に引き上げられました。それを受けまして、

教育委員会の指導のもと、本校としては以下のような対応をしてまいります。ご理解とご協力をお願

いします。

１ 学習環境づくり

（１）密閉を避ける

① 暖房を使用しながら、教室の窓・廊下側扉・廊下窓を１カ所以上開けておきます。

② 業間は毎回５分間換気を行います。

（２）密集を避ける

① 基本、全員前向きで授業をします。児童どうしの対話を必要とする場面では短時間でおこな

うようにします。

② 全校音楽や全校体育（屋内）は、間隔を十分にとり、マスク着用でおこないます。

③ 村外へ出かけて社会見学等を行う場合は、複数台のバスに分乗します。

（３）密接を避ける

① グループ学習や会話が必要な学習は、マスクを着用したまま１５分以内で行います。

② 音楽の歌唱指導は、常時換気状態の教室で間隔を開け、マスクを着用したまま行います。

③ 調理等の実習は、手袋を使ったり消毒をこまめにおこなうなどして実施します。また、実習

後の飲食についても、給食時と同様の感染防止対策をおこないます。

④ 学習用具の共用は避けます。体育など避けるのが難しい場合は、使用後手洗いを必ず行うよ

う指導します。

（４）消毒

① 児童の下校後、担任は教室の机、スイッチ、戸の取っ手、オルガン等を消毒液で拭きます。

② 養護教諭は、トイレや手洗い場、廊下のスイッチや手すり等を消毒液で拭きます。

２ 新しい生活様式の児童への指導内容

（１）マスクは常時着用します。ただし、体育の授業時や休み時間等に運動をする場合ははずしま

す。

（２）登校したら玄関で手指の消毒をします。

（３）手をつないだり、他の人の体に触れたりすることは避けます。

（４）30秒手洗いの習慣化を図ります。



３ 給食時の配慮点

（１）配膳時や下膳時にはゴム手袋をするなどをして、感染予防対策をおこないます。

（２）食事前の30秒手洗いと手指の消毒の習慣化を図ります。

（３）食事中は全員同じ方向を向き、会話をしないで食べるようにします。

（４）配膳後に児童自身でご飯やおかずを減らしたり、おかわりすることはしません（食べきれなけ

れば残します）。

４ 今後の行事について

保護者懇談会…感染症拡大予防対策をおこないながら、実施します。

スケート教室…バスの台数を増やしたり、スケート場と感染症拡大予防対策について協議したり

しながら、実施する予定です。

スキー教室…バスの台数を増やしたり、スキー場と感染拡大予防対策について協議したりしなが

ら、実施する予定です。

５ 保護者の方にお願い

・毎日の検温や新しい生活様式の習慣化等について、ご家庭においても引き続きご協力をお願いし

ます。

・通学バスの中など、大人の目の届かない場面でマスクをはずしたりすることがないように、学校

でも指導をします。ご家庭でも話をしていだけるとありがたいです。

・本人だけでなく、兄弟姉妹や同居の家族の中に発熱等の風邪の症状が見られる場合には、登校を

控えてください。

・同居する家族の方が濃厚接触者あるいは接触者になった場合には、学校に連絡をお願いします。

・感染した方や家族等への差別的な言動については学校でも指導しております。ご家庭でもコロナ

に関する誹謗中傷や差別等について機会を見つけて話をしていただけるとありがたいです。

６ その他

・万が一、児童または教職員に感染者等が出た場合は、保健所および筑北村教育委員会の指導のも

と、休校等の対応を協議していきます。
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